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研究分野：工学 
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１．研究計画の概要 

 大地震後短期間に機能回復が可能な鋼橋
の耐震補強法を開発するためにライフサイ
クルに渡って取り替え不要な高機能制震ダ
ンパーを開発する。 

 

２．研究の進捗状況 

 高機能制震ダンパーとして座屈拘束ブレ
ースおよびせん断パネルダンパーの開発は
ほぼ終了し、これを鋼橋に設置したモデルの
解析、実験を行う。 

 

３．現在までの達成度 

<区分> 

②おおむね順調に進展している。 

<理由> 

 研究計画の年次計画に沿って研究が進め
られている．残された課題は，次の「今後の
研究の推進方策」に述べる点である． 
 
４．今後の研究の推進方策 

高機能制震ダンパーを鋼橋に設置したモ
デルの解析、実験を行い、所用の性能が発揮
できるかどうかを検証する。 

 
５．代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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